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ボランティアを  

紹 介 してほしい人  

ボランティア活 動 を  

はじめたい人  

ボランティアセンターに  

お問 い合 わせください  

（☎８９４－３７３７ ）  

 

阪 神 淡 路 大 震 災 から２ １年 、当 時 の記 録 を検 証  

災害の記憶を風化させないために  
  交 野 市 ボラ連 の活 動 を「ボランティアＯＳＡＫＡ」が取 り上 げる  

 

東

北

大

震

災

で
は 

東

北

大

震

災

で

は

遠

隔

地

の

た

め

、

救

援

物

資

の

収

集

と

仕

分

、

義

援

金

の

呼

び

か

け

を

交

野

の

商

業

施

設

や

駅

前

で

６

日

間

行

い

ま

し

た

。 

ま

た

「

糸

ぐ

る

ま

」

で

は

手

作

り

の

お

地

蔵(

写

真

下)

さ

ん

１

２

０

組

余

り

を

被

災

地

に

送

り

ま

し

た

。 

 

前 日 にゆうゆうセンターで下 ごしら

えに精 を出 すボランティアたち  

 
朝 早 くから全 員 がそれぞれの役 割 をこなしていく  

 
平 成 ７年 ２月 、西 宮 市 総 合 福 祉 センター（当

時 避 難 所 に）へ、交 野 市 社 協 の要 請 を受 け、炊

出 しボランティアとして２０人 が出 動 。被 災 者 は

野 菜 が不 足 しているのではと「野 菜 サラダとフ

ライ」に決 めた。フライはニチレイがら無 償 で提

供 いただき現 地 で揚 げることにしました。  

 

西

宮

市

を
拠

点

に
救

援

活

動 

野

菜

サ
ラ
ダ
・
フ
ラ
イ
６
０
０
食

を
提

供

 

障

が
い
児(

者)

と
の 

キ
ャ
ン
プ
体

験

が
活

き
る 

多

く

の

炊

出

し

に

つ

い

て

は

障

が

い

児(

者)

と

の

キ

ャ

ン

プ

で

大

量

の

食

事

作

り

を

経

験

し

て

い

た

の

が

大

変

役

に

立

ち

ま

し

た

。 

独

居

老

人

の
安

否

確

認

も 

 

ま

た

夙

川

で

独

居

老

人

の

安

否

確

認

た

め

、

一

軒

一

軒

家

庭

訪

問

な

ど

も

行

い

ま

し

た

。

そ

の

際

交

野

市

Ｖ

連

の

名

前

が

入

っ

た

ユ

ニ

ホ

ー

ム

が

住

民

の

方

々

に

安

心

感

を

与

え

た

よ

う

で

訪

問

を

ス

ム

ー

ズ

に

受

け

入

れ

て

頂

く

効

果

が

あ

り

ま

し

た

。

 

こ

れ

ら

の

貴

重

な

経

験

を

今

後

に

伝

承

し

て

い

こ

う

と

思

い

ま

す

。 
 

(

栗

原)
 

 
 

 



（２） 

 

                              

                              

                              

                              

要
約
筆
記
体
験
講
座 

３
市
共
催
で
開
く 

 

１

月

５

日
（
火

）・
1 2

日
（

火

）

の

２

日

間

、「

ラ

ポ

ー

ル

枚

方
」

で

枚

方

市
・
寝

屋

川

市
・
交

野

市

の

３

市

共

催

に

よ

る

市

民

対

象

の

｢

要

約

筆

記

体

験

講

座｣

を

実

施

し

ま

し

た

。 

講

座

は

午

前

1 0

時

～

12

時

の

２

時

間

、
３

市

よ

り
17

名

の

参

加

者

で

し

た

。
実

際

に

、
難

聴

者

の

方

も

、
お

話

を

聞

い

て

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

た

の

が

一

番

の

成

果

で

し

た

。 

 
 

要
約
筆
記｢

星
の
会｣

 

お国自慢料理で  

外国人と異文化交流  
1 月 17 日 （日 ）、ゆうゆうセンターで近隣

に住 む外 国 人 らとビュッフェ形 式 によるパ

ーティーを開催 しました。それぞれのお国の

話が弾 みました。食 事 を共 にすることで親

近 感が生 まれ、文 化 の違いを知 り、互 いに

理解しあえる良い機会になりました。 

最後に「玉手箱 」の井上さんに南京玉す

だれを教わり大変盛り上がりました。 

        国際交流 ・理解 「ＫＩＣ」 

 

第

16
回
北
河
内
識
字
・
日
本
語
交
流
会 

昔
あ
そ
び
で
玉
手
箱
が
参
加 

 

２

月

21
日(

日)

、
平

成

27

年

度

第

16

回

北

河

内

識

字
・
日

本

語
交

流

会
が

当

番

市

で

あ

る

交

野

市

ゆ

う

ゆ

う
セ

ン

タ
ー

で

開

催

さ
れ

、

北

河

内

７

市

か

ら

多

く

の

市
民

が

訪
れ

ま

し

た

。 

こ

の

催
し

に

「

玉

手
箱

」

は

昔

あ

そ

び

の

会

場

を

担

当
し

、

折

り

紙

で

雛
人

形

、

竹
細

工

で
竹

ト

ン

ボ
・
体

操

人
形

の

製
作

や

、
ぶ
ん

ぶ

ん

独
楽

、
お

手

玉
あ

そ

び

な
ど

に
大

奮

闘

の

一

日
で

し

た

。 

マジック＆ルービックキューブで  

新年会を楽しみました  
 2 月 1 2 日 (金 )、点 訳 「虹の会 」では、会

員 の親 睦 を深めるために恒 例 の新 年 会 を

「花 さか」 (私部西 )で開きました。  

 和 やかな食 事 と会 員 のマジック、そして

ルービックキューブでは大 変 盛 り上 がり 、

楽 しいひと時を過ごしました。  

 



（３） 

 

                          

                              

                              

                              

 

「

美

し

い

お

花

で

す

ね

」
「

い

つ

も

あ

り

が

と

う

」
と

お

声

を

頂

い

た

時

は

、
今

ま

で

の

疲

れ

も

吹

っ

飛

び

至

福

の

時

を

感

じ

ま

す

。

「

あ

あ

～

い

ぶ

き

に

入

っ

て

良

か

っ

た

」
と

思

い

、
こ

ち

ら

こ

そ

感

謝

で

す

。 

 

料
理
も
手
芸
も
好
き 

料

理

、
作

る

の

も

食

べ

る

の

も

好

き

で

す

。（

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

中

、

近

く

に

い

た
「

い

ぶ

き

」
の

方

が

「

料

理

お

上

手

で

す

よ

」

と

の

声

）
手

芸

も

好

き

で

、
い

ま

お

雛

様

を

作

っ

て

い

ま

す

。 

 

 

今
後
の
活
動
に
つ
い
て 

会

員

の

皆

さ

ん

も

高

齢

化

に

入

っ

て

お

り

、
無

理

な

く

自

分

の

体

調

に

あ

っ

た

活

動

を

し

て

、
こ

れ

か

ら

も

み

ど

り

い

っ

ぱ

い

花

い

っ

ぱ

い

運

動

に

繋

が

っ

て

い

け

た

ら

う

れ

し

く

思

い

ま

す

。 

 
 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
き

っ
か
け
は
・・・ 

市

広

報

に

掲

載

さ

れ

て

い

た

、

い

ぶ

き

主

催

の

「

寄

せ

植

え

教

室

」

に

参

加

し

、

会

員

募

集

も

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

知

り

ま

し

た

。

も

と

よ

り

園

芸

に

興

味

が

あ

り

、

樹

木

や

草

花

が

大

好

き

な

の

で

喜

ん

で

入

会

し

ま

し

た

。 

草
花
に
感
謝
の
日
々
を 

寒

い

日

、

暑

い

日

の

草

抜

き

や

水

や

り

は

大

変

で

す

が

、

一

粒

の

種

か

ら

育

て

上

げ

、

生

育

し

た

花

の

苗

を

各

花

壇

に

植

え

付

け

る

時

は

こ

の

愛

し

い

花

た

ち

の

デ

ビ

ュ

ー

で

「

い

ぶ

き

」

の

一

代

イ

ベ

ン

ト

な

ん

で

す

。

物

言

わ

ぬ

花

た

ち

が

私

た

ち

の

手

か

ら

巣

立

っ

て

ゆ

き

ま

す

。 

 

松井艶子さん 
花 と緑の会  

「いぶき」 

 

２／１３門真市市民文化会館ルミエールホール  

くらじワークセンター／ミルキーウェイが出演  

｢地 域 で障 がいのある仲 間 たちにひと時 の楽 しみを ｣そんな気 持 ちを

持 った福 祉 施 設 ・事 業 所 や支 援 学 校 の人 たちが１年 間 かけて進 めてきた

コンサート《春 コン》に河 北 の１４団 体 が参 加 。交 野 市 からは「かたの福 祉

会 ・くらじワークセンター／心 生 会 ・ミルキーウェイ」の両 施 設 が、それぞ

れ躍 動 感 あふれるパフォーマンスを繰 り広 げました。  

テンポよく「鉄 腕 アトム」を楽 器 演 奏  

《くらじワークセンターのみなさん》  

「きらきら星 ・アンパンマンマーチ」を楽 器 演 奏  

《ミルキーウェイのみなさん》  

 ボランティア  

インタビュー４1 

 



（４） 

                              

                              

リ
ー
ダ
ー
会
議 

（
２
月

23
日
） 

                            

 

 
 

 

寒

暖

差

の

大

き

い

冬

を

越

え

て
早

や
３

月

、
春

で

す

ね

。 
 

 
 

こ

の

頃

気

に

な

る

事

が

あ

る
。
一
番
は
自
分
の
事
、
こ
れ

か

ら

ど

ん

な

道

筋

で

老

い

て

往

く

の

か

？ 

高

齢

者

と

は

言

い

な

が

ら

ま

だ

老

人

に

な

ら
な
い
。
日
々
ボ
ラ
が
出
来
て
、

テ

ニ

ス

、

ゴ

ル

フ

と

楽
し

み

、

継

続

は

力

な

り

と

寒

中

見

舞

い

を

出

し

て

い

る

自

分

が

居

る
。
老
化
現
象
を
認
識
し
て
い

る
事
も
あ
る
が
、
こ
の
先
が
気

に
な
り
だ
し
た
。
パ
タ
ッ
と
寿

命
が
尽
き
る
の
か
、
ど
こ
ま
で

も

健

康

寿

命

が

伸

び

て

元

気

で
過
ご
せ
る
の
か
、
先
が
見
え

な
い
事
で
幸
せ
な
の
か
、
そ
ん

な
時
、
本
の
広
告
が
目
に
入
っ

た

。
『

ち

ゃ

ん

と
よ

り
、

が

ん

ば
る
よ
り
、
適
当
な
く
ら
い
が

人
生
う
ま
く
い
く
』
出
会
っ
た

言
葉
に
感
謝
。 

（
翔
女
） 

 

☆
連
絡
会
よ
り 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
会
計 

報
告
及
び
同

実
行
委

員
会

反

省
会
報
告
、

リ
ー
ダ

ー
か

ら

の
感
想
も
聴
取
し
ま
し
た
。 

☆
各
グ
ル
ー
プ
報
告 

・「
な
か
ま
」
の
レ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
各
グ

ル

ー
プ

か
ら

報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
９
グ
ル
ー
プ
か
ら

現
況
報
告 

 

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

☆
セ
ン
タ
ー
か
ら 

・

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活

動

保
険

の

確
認
用
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

・
平
成

28
年
度
依
頼
書 

・

平

成

28
年

度

グ
ル

ー
プ

リ

ー

ダ
ー
・
サ
ブ

リ

ー
ダ

ー
の

選

出
（
３
月
の

リ

ー
ダ

ー
会

議

で
報
告
） 

☆
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら 

・
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
セ

ン
タ
ー
の

あ
り
方
や
運

営

に
つ

い
て

意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

・
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
セ

ン
タ
ー
の

備
品
管
理
と

整

理
に

つ
い

て

５
月
中

旬
を
目

途
に

各
グ
ル

ー
プ
と
の
意

見

調
整

を
行

い

な
が
ら
進
め
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
者
に 

自
己
確
認
用
カ
ー
ド
を
発
行 

  

遠

方

の

被

災

地

等

で

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

し

て

い

る

方

か

ら
の
「
自
分
が
何
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

保

険

に

入

っ

て

い

る

か

確

認

で
き
る
も
の
が
ほ
し
い
」
と
い
う

声
を
き
っ
か
け
に
、
大
阪
府
社
会

福

祉

協

議

会

が

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活
動
保
険
の
加
入
者
に
向
け
て
、

名

刺

サ

イ

ズ

の

確

認

用

カ

ー

ド

を
作
り
ま
し
た
。 

 

あ
く
ま
で
、
ご
自
身
の
保
険

加

入

状

況

を

確

認

す

る

た

め

の
カ
ー
ド
で
、
保
険
会
社
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
、
こ
の
カ
ー

ド

で

加

入

の

確

認

や

保

険

適

用

を

行

う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
中
に

事
故
な
ど
が
あ
り
、
保
険
会
社

へ

連

絡

す

る

際

の

手

続

き

方

法
も
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

こ
の
カ
ー
ド
は
、
平
成

28
年

度

分

よ

り

発

行

を

開

始

し

ま

す
。
必
要
な
方
は
、
保
険
加
入

時
に
窓
口
に
て
、
カ
ー
ド
発
行

の

希

望

を

申

し

出

て

く

だ

さ

い
。
個
人
の
加
入
者
の
場
合
、

職

員

が

カ

ー

ド

に

記

入

を

い

た
し
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
・
団

体
の
場
合
は
、
見
本
と
し
て
代

表
者
分
の
み
、
窓
口
職
員
が
記

入

し

ま

す

の

で

、

加

入

人

数

分
、
ま
た
は
カ
ー
ド
配
布
希
望

人

数

分

の

カ

ー

ド

を

お

持

ち

帰
り
い
た
だ
き
、
残
り
は
ご
自

身

で

記

入

を

お

願

い

い

た

し

ま
す
。 

  

 

 


